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波集積回路特有の制約について考察している。更に、ディジタル VLSI やアナログ LSI 向けの従来の自動レイアウト
技術について概観し、マイクロ波集積回路固有の設計算法の必要性について述べている。
















(1) ディジタルの VLSI や低周波のアナログ LSI で培われてきた自動レイアウト技術のマイクロ波集積回路への適
用を阻害する要因、すなわち、マイクロ波集積回路に固有のレイアウト制約を明確にし、レイアウト設計を自動化
する上での技術的課題を示している。
(2) レイアウト設計の自動化にあたり、二つの基本算法を考案している。一つは方形パッキング問題の解法としての
境界線法であり、もう一つはレイアウトパターンの図形整形演算に関する算法である。いずれも、従来算法に較べ
て高速に良質な結果を得ている。
(3) レイアウト設計の一連の課題に対する自動化を実現している。すなわち、形状が多様なレイアウト素子を配置し、
かつ、配線の交差を避けて極力平面的に配線するという制約を満たす自動レイアウト手法を提案し、実際の回路に
適用して提案手法の有効性を検証している。
以上のように、本論文はマイクロ波集積回路のレイアウト設計の自動化に対して有用な研究成果をあげている。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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